
売り手市場、でも大企業は狭き門
　本日お話しすることは３つあります。就職活動の概
要と、2018 年度の就職状況、就職活動支援体制です。
　まず、就職活動の概要についてお話しします。
2020 年３月大卒者の求人倍率は 1.83 倍になります。
東日本大震災の時に卒業した学生は 1.23 倍でした。
就職氷河期と呼ばれた 20 年前は 0.99 倍でした。そ
れらと比べると高い数字です。しかし、従業員 5,000
名以上の企業に関して見ると 0.42 倍ですので、大企
業に関しては狭き門と言えます。また、１年前のデー
タになりますが、ベビー用品大手メーカーのピジョン
株式会社は内定倍率 316 倍、カード会社の株式会社
ジェーシービーは 214 倍です。新卒学生を採用する
意欲の高い企業が多いことにより、売り手市場と言わ
れています。しかしながら、学生が望む企業に入社で
きる可能性は、依然として低いという状況にあります。
　次に現４年生の採用選考のスケジュールを見てみ
ましょう。企業の採用広報活動が始まるのが３年次の
３月１日、採用選考活動の開始が４年次の６月１日と

言われていますが、実際には多くの企業が早くから採
用選考活動を行っています。株式会社ディスコのサン
プル調査によると、内定率は今年５月１日時点で
51.1%、６月１日時点で 71.1% です。このデータから
も採用選考の早期化に拍車がかかっていることが見
て取れます。多くの企業が早めに採用選考を行い、
内定を出す傾向にあるのです。
　そして現３年生のスケジュールですが、2018 年 10
月に経団連は「今後は採用選考に関する指針を策定
しない」ことを発表しました。これを受けて政府主導
により学生の学業に支障のないスケジュールの検討が
行われ、2019 年３月に内閣官房より大企業が加盟す
る経済団体等に要請がなされました。その結果現４年
生とスケジュールは変わりません。そしてこれまでと
同様に企業は採用選考の準備を水面下で進めるよう
になると予想されます。
　ところで、ご父母・保護者の世代からしてみると、
就職活動に関してご子女と話しても話がかみ合わな
い、ということがあるのではないでしょうか。そもそ
も昔と今では就職活動の進め方が大きく変わっていま
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　育友会では最新の就職状況をご父母・保護者の皆様にご理解いただくために、就職懇談会を
毎年開催しています。今年は 6 月 29 日（土）に執り行われ、約 200 名の方にご参加いただき
ました。就職課による大学の支援体制、人事担当者による企業が欲しい人材、また学生とご父
母を交えたリアルな体験談、公務員を目指す学生のための講座の紹介など、今回の特集ではそ
の内容をダイジェストでお伝えします。

就職の今を知り、
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